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はじめに 

 

学校経営品質は、公立の小中学校、県立学校が、教職員の対話を

重視しながら、みんなで目指す学校像を描き、その実現に向けて実

践し、現状を診断し、継続的な改善を行うことで、学校経営の質を

高めるものです。 
 
「学校経営の改革方針」（以下、「改革方針」とします。）は、学

校経営品質の２大ツールの１つで、学校の目指す姿から中長期的な

重点目標、具体的な行動計画をみんなで策定し、ＰＤＣＡサイクル

を回していく道具です。 
しかし、学校経営品質に取り組む学校のなかには、「年度当初に

改革方針を策定したものの、きちんと取り組めなかった。」などの

声や、２大ツールのもう１つの道具「学校経営品質アセスメント」

にばかり関心が向けられているような実態も聞かれます。 
 

 そこで、学校の目指す姿の実現に向けた改革方針の活用に役立て

て頂くことを目的に、本冊子を作成しました。前半は多くの方の「学

校経営の改革方針って何？」という疑問にお答えし、後半は、主に

推進者の方に活用のポイントを説明する内容としています。 
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１「学校経営の改革方針」を理解しよう 

 ここでは、学校経営の改革方針（以下、本文の説明においては「改革方針」

とします。）の定義や様式、その効果を説明します。 

 

（１）改革方針とは何ですか（定義） 

  学校経営品質関係資料集（三重県教育委員会事務局編）では次のとお
り定義しています。 

 

 「目指す学校像」を明らかにしたうえで、 

その実現に向けた取組方針・計画を学校内外に提示し、 

具体的な取組を進めるための道具 

 

①改革方針では目指す学校像を明らかにします 

「目指す学校像」とは、近い将来どのような学校にしたいのかという

像（イメージ）です。 

目指す学校像を考える際に注意したい点 

 １ 目指す学校像は抽象的過ぎないか？あるいは、目先にとらわ

れ過ぎていないか？ 
 ２ 本当に「明らかになっているか？」（共有しているか？）  

 
目指す学校像は、「健やか」「たくましく」「心豊か」など抽象的な表現

より、学校の現状や課題を踏まえた具体的な表現にし、行動計画や実践

活動につながるものであることが大切です。 
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⑤策定と公表にあたって 

改革方針の策定の段階はもとより、振り返り、翌年度の計画策定の段

階においても、教職員相互の話し合いなどで意思疎通を行うことが大切

です。是非、話し合いの道具の１つとしてください。 

なお、県立学校では改革方針においては、策定や共有の段階で、各学

校が、ＰＴＡ総会などの機会を利用して、改革方針を配布して説明した

り、各学校のホームページに掲載するなど様々な方法で、外部の方々に

お知らせをし、意見を求めています。このほか、16～18 年度は、県教育

委員会ホームページにも一括して掲載しています。 
 
県教育委員会ＨＰ「学校経営の改革方針」アドレス 

（http://www.pref.mie.jp/KYOIKU/HP/generate/index.asp?KEY=223） 
 
 
 
 
県立学校で使用している様式等を、巻末付録に載せています。 

 

・県立学校で年度当初に作成する改革方針の様式（様式１）・・・29 頁 

・様式 1の例示・・・31 頁 

・改革方針の評価表（様式２）・・・35 頁 

（様式１のⅣ「本年度の行動計画」についての点検結果表（年度末に県教委に

提出） 

・様式２の例示・・・36 頁 
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「学びたいときに学びたいスタイルで学べる」 

（北星高等学校） 
 

本校は、平成18年４月、四日市北高等学校に四日市高等学校通信制課程

を統合し、北星高校と校名を変更しました。 

平成14年度から夜間部に加えて昼間部を開設し、昼夜間定時制をスター

トさせるにあたり、「誰のため」「何のため」を考え、生徒個々の課題

に対応していくため、「学びたい人が、学びたいときに、学びたいスタ

イルで学べる」学校づくりを進め、足下から地道な活動を積み上げてき

ました。 

本年度から、通信制課程を統合した北星高校として、定時制・通信制両

課程の強みを活かして、既存の枠組みにとらわれない柔軟な学びの場を

提供する新しいタイプの高等学校を目指しています。 

そのために、校務分掌組織や職員室を共通にすることにより、定時制と

通信制を一体化した学校運営を行っています。 

目指す学校像や重点課題であるキーワードを教職員が共有したうえで、

各チームが具体的な行動計画を策定しています。 

本年度のキーワードの１つは「個別支援」であり、行動計画の例として、

「不登校など特別な事情がある生徒を対象に個別支援の体制を構築する」

ことがあります。 

具体的には次のようなことに取り組んでいます。 

① 専門機関との連携を緊密にするとともに、スクールカウンセラー

などによる教育相談を充実させることによって、生徒の状況を的

確に把握します。その上で、生徒の状況に適した「個別支援プロ

グラム」を生徒・保護者と協議して策定する。 

② 「個別支援プログラム」は、定時制での学習と通信制を利用した

学習を組み合わせて、登校できる日数・時間帯に適した履修形態

とする。 

 

 

 

 

県立学校における目指す学校像の例① 
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「面倒見のよい学校づくり」 

（名張高等学校） 
 
 

名張高校は、平成14年度以前、生徒の中には、自分の目標が明確でなか

ったり、やる気や将来の夢をもてない生徒もいる状態でした。その現状を

踏まえ、「面倒見のよい学校づくり」を目指す学校像に掲げ、次のような

取組をしています。 
① 目指す学校像を教職員みんなで共有したうえで、学年や分掌の目標
に落とし込む。 

②  入学後に生徒が自分の夢さがしをできるよう、また、見つかった
夢の支援ができるための総合学科の設置（14年度から）。 

③  教職員が、学校経営の改革方針を踏まえた個人目標を設定し、検証
していく。そのための校長と教職員の意思疎通のための一対一の対

話。 
 

これは生徒にも応用され、年度当初に学年目標に沿って学習面、生活面

に関する学級目標を生徒が話し合って作り、生徒一人ひとりも、これに 
沿った個人の目標を設定し、目標を 
達成するための実践ができているか、 
年間５回の担任との面談の中で振り 
返り、改善をしています。 
 
担任は、生徒が目標を達成するた 

めの支援を行っています。 
 

 

県立学校における目指す学校像の例② 
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（３）学校プロフィールと整理シートを利用した改革方針の策定

（提案） 

学校プロフィールは、目指す姿や、それを踏まえ誰に何を提供するか

の方向性を教職員一人ひとりが考え、話し合うことで共通認識化できる

道具です。学校プロフィールを使って共通認識化された方向性をもとに、

教職員が行動計画を考えるシートとその手順を紹介します。（図６） 

［手順］ 

①まず、教職員を小グループに分ける。 

②小グループで、図６のシートに沿って話し合う。 

  ③小グループの結果を全員で共有し、共通認識を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このシートの項目は改革方針の事項と同じです。 

より多くの教職員で改革方針を策定すれば共通認識が 

図りやすいのではないでしょうか。 

これからも学校をみんなでよくしていくための整理シート  

1  目指す学校像について  
（ 5 年先、この学校がどんな学校になればいいかの視点で３行程度で書いてください（箇条
書き大歓迎））  
 
 
 
 
 

2  現状と課題  
１のような学校像にしていくなかでの現在の周囲の環境（私たち教職員集団は？ 地域の

状況は？ も含む）を箇条書きで３～ 5 行程度書いてください。  
 
 
 
 
 
 

３重点目標について  
（２を踏まえながら、１のような学校にしていくための、来年度から５年後の主な目標を、

３つ程度に絞って出してみてください）  
 
 
 
 
 

４今年度の行動計画（３を受けて、考えてみてください）  
① では、今年度は、重点目標達成のために具体的に何をしますか。  

 
 
 
 
  
② ①を、具体的にどういった状態までめざしますか。また、誰が推進の主担当となり

ますか。  
 
 
 
 
 
 
※３，４とも今年取り組んでいることを入れていただいて結構です。  

図６ これからも学校をみんなでよくしていくための整理シート（例） 
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②現状と課題の確認 

現状を確認する際、いくつかの切り口が求められます。以下はその切

り口の例です。 
 

○児童・生徒の志願者数、入学者数の現状（増加？減少？など） 

○児童・生徒の現状（学習意欲、生徒指導上の課題、部活動の状

況などでの特徴は？） 

○保護者の現状（協力的？要望はどんなものが多い？多様化？） 

○教職員集団の現状（気軽に話し合える？まとまりはある？） 

○校区・周辺地域の現状［特に小中学校］（学校周辺の道路は安

全？高齢者の比率は？宅地化？地域との協力体制は？） 
 
把握した現状を踏まえ、課題（問題［＝あるべき姿と現状のギャップ］

を埋めるための方向性）を考えます。 
 
 

③中長期的な重点目標 

 ポイントは、次のとおりです。 

○①で確認した目指す学校像を実現するための目標であること 

目指す学校像の実現に向けて一貫性があること、目指す学校像より

具体的な方向を示すものです。 

○中長期的であること→３～５年後の達成イメージ 

○重点的であること→特に重要なことを５つ程度に絞る 

たくさん設定しても、「結局何が大事なのか」が分からなく    

なります。 
（重要なことを選んでいく際の切り口の例については、21 頁の

「（２）重点化する」をご覧下さい。） 
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④本年度の行動計画と、その達成状況を測る尺度の設定 

上記③の中長期的な重点目標を満たすための本年度の行動計画を考え

ます。そのためには、本年度の行動計画が、中長期的な重点目標と一貫

していること、両者は目的と手段の関係であることが求められます。ま

た、今年はどこまでを目指すか、来年はどこまで、再来年は・・・とい

った形の毎年の計画の連鎖が望まれます。その際の測る尺度は、達成の

姿が具体的かつ不必要に背伸びしないことがポイントです。 
（22 頁「（４）目標、測る尺度を具体的なものにする」参照） 

 
 

（３）実践していこう 

策定した内容は、学校の目指していく方向性とその道筋そのものなの

で、日常で意識することが大事です。 
 また、学校が重点的に取り組むべきこととして絞り込んでいるので、

その目標から見て自分がその中心に全ているとは限りません。しかし、

それぞれが学校の目指す姿の実現に向けて、役割分担しているなかで、

自分が何を担っているのか、他の教職員はそれぞれどんな役割を担って

いるのかを共有することは重要です。 
 
 

（４）達成状況を点検しよう 

 年度当初に設定した本年度の行動計画について、年度末にその達成状

況を見るのは言うまでもありませんが、本年度の行動計画の途中経過を

見ることで、今どの状況にいるかを把握する道標ともなります。 
また、当初の本年度の行動計画や測る尺度が妥当ではないと気がつい

たとき、ここで修正することができます。設定した本年度の行動計画の

性質により、達成状況の点検時期や回数は異なります。 
 
 

（５）継続的な改善につなげよう 

 点検の都度、目標と、今の状況の差が見えてきます。その差をしっか

り把握してからどのように行動するのかを考えることが大切です。 
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現状のレベル＜目標の場合 
目標に届かない原因は何か、届くためにどうすればいいかを考え、そ

して、実際に行動することが大事です。現状・改善策について教職員間

の共有（点検者だけで抱え込まないこと）と協力が重要です。また、改

善に向けた行動を確実に進めるポイントは、目標設定同様、具体的にい

つまでに、どのように、誰が中心となって、どの時期に何をするかの計

画を予め決めておくことが大切です。 
 

現状のレベル≧目標の場合（目標を達成した場合） 
うまくいった要因を振り返り、標準化（いつでも目標以上のレベルが

定着するような仕組み作り。）ができているかを確認し、標準化すること

で、絶えずその状態にあるようにすることができます。（図 10） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
標準化のメリットは次の３つです。 

①継続的に良い状態を保てる。 
②個人任せ（この人がいたから達成できた。）ではなく、学校としての知

恵（「この人」が異動等でいなくなっても達成できる。）となる。 
③ もっと大きな強みになる。（現状の仕事の進め方を明確化しているこ
とで、今後、さらによりよい進め方を考える際に整理しやすい。） 

図 10 目標と現状のレベルを比較しての改善の方向性 

目標Ａ

現状のレベルａ

目標Ｂ

現状のレベルｂ

弱み→改善領域

強み→標準化

改善のポイント

①達成できなかった要因

②どうすれば改善できるか（いつまでに、誰が
中心となって、どの時期に何をしていけば）

を考えたうえで行動

（必要に応じ測る尺度の再設定や修正も検討）

標準化のポイント

①達成できた理由（なぜうまくいったのか）

②どうすればこのレベルが根付くか

を考えて良い取組を定着させていく

目標Ａ

現状のレベルａ

目標Ｂ

現状のレベルｂ

弱み→改善領域

強み→標準化

改善のポイント

①達成できなかった要因

②どうすれば改善できるか（いつまでに、誰が
中心となって、どの時期に何をしていけば）

を考えたうえで行動

（必要に応じ測る尺度の再設定や修正も検討）

標準化のポイント

①達成できた理由（なぜうまくいったのか）

②どうすればこのレベルが根付くか

を考えて良い取組を定着させていく
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亀山市立神辺小学校 

 

 はじめに  

４月当初、校長より 

「自ら学び、心豊かにたくましく生きるやなぎっ子の育成」という学校教

育目標と「柳に学べ、やさしく、強く」という校訓、及び目指す｢やなぎ

っ子｣の姿が提示された。 

 
 
１ 「目指す学校像」及び「現状と課題」の共通理解 

   昨年度話し合われたことをベースに、学校長が修正を加えた「目指す学

校像：笑顔がいっぱいの地域に愛される学校」及び「現状と課題」が提案

され、その概要について共通理解を図った。 

 

 

２ 重点目標の明確化 

（１）ブレーンストーミング 

   「目指す学校像」実現に向けて重要なことは何か、教職員一人ひとりが、

自分の考えを２個以上付箋に記入することにした。 

 

（２）親和図法 

   各自が記入した付箋を持ち寄り、 

５～６名でグループになり、順に 

思いを述べながら提示しあった。 

そして、それらを類似するものど 

うしでまとめ、グループとしての 

考えを整理した。 

 

（３）グループ別発表と合議 

   グループの代表者が整理したことを発表し 

合い、学校全体として、合議を経てまとめる 

作業を行った。 

 

 

 

学校経営の改革方針 策定プロセス事例 
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３「学校経営の改革方針」活用上のポイント 

 ２では、スケジュールごとに説明しましたが、ここでは、策定から改善まで

全体を通じてポイントの説明、さらに活用いただく上で参考としていただける

ような提案をします。 

（１）ＰＤＣＡを回す 

 策定した改革方針を有効に機能させていくには、ＰＤＣＡサイクル（４

頁中ほど参照）を回すことが基本であることは言うまでもありません。

「今年もＰ－ＤだけでＣには行かなかった」「Ｐ－Ｄ－Ｃまではうまくい

くが、なかなかＡにつながらない」いう学校がありますが、なぜＰＤＣ

Ａサイクルが回らないのかは、いくつかの原因が考えられます。 
 
 
 ○ＰＤＣＡサイクルがうまく回らない原因の例 

１ 策定した計画を、日常の業務で忘れがちになっている。 
２ 策定した計画や測る尺度が具体的でない。 
３ 年度末ぎりぎりになってからあわてて点検を行うため、点検

結果が次に役立っているとはいえない。 
 
 ○考えられる対策 

１については、策定した内容を、日常的に意識できるような雰囲気づ

くりが挙げられます。見やすいところに貼っておく、手帳サイズで一人

ひとり携帯するなども考えられる方法ですし、管理職の声掛けなども大

事です。本冊子の策定にかかるワーキンググループメンバーでは、オフ

サイトミーティング（まじめに気楽な話し合い）の例や、「校長がポケッ

トに改革方針を突っ込んで校長室を出て教職員と気楽に話していくのも

いいのでは」といった校長のリーダーシップに期待する声もありました。 
 ２については、漠然とした計画ではなく、誰が中心となって、いつま

でにどんな状態を、どうやって目指すのかまでしっかり決めておくとい

いでしょう。 
３についても、振り返りの時間の確保ができるように、また、振り返

った後の行動に結びつくような仕組みづくりが大切です。そのためには、

振り返りのタイムスケジュールをしっかり決めておくこと等が挙げられ

ます。 
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（２）重点化する 

いくつかある課題に対して、全てに取り組むことはできません。また、

現状で出来ないことを盛り込んでも意味はありません。 
そこで、特に重要なことに絞り込むことが大切です。 
絞り組む場合、「特に重要」とは何かを、１つの切り口だけでなく、い

くつかの切り口で判断することも効果的です。 
 

○絞り込み方の例 

１ 緊急度が高い 

２ 実現可能（取り組みやすい） 

３ 目指す学校像への貢献度が高い 
 
 
 そのほか、副作用がない（これを達成すれば、この点ではいいが、他

の視点で支障が出るといったことにならないこと）なども大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 図 11 特に大事な課題を絞り込む例 
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どこまでの具体性が必要かといえば、①達成イメージが見えることと、

②実現可能なことです。 
特に②について、理想を追求しすぎて、実現不可能の可能性が高い目

標にならないように注意する必要があります。 

 
○この観点で好ましくない例 

[例 1]：子どもの遅刻数が年間少なからずあるのに、今年度の目標は
遅刻数ゼロ・・・ 

[例 2]：「中長期的な重点目標」で設定されるような、3～5年かけて
達成していこうという目標が、一気に今年 1年で行う目標と
されている。 

 
 

（５）個人目標へ落とし込む 

組織としての学校の目標を達成していくには、その構成員である個人

の行動が大切です。 
 例えば、「教職員の人材育成」が重点目標で、「研修の充実」が学校と

しての目標である場合、研修担当の目標（どういう研修を○月に実施）

ももちろん大事ですし、それと共に、個人が「学校経営品質研修に年２

回参加」「情報教育の校内研修を企画実施」など自分の行動に落とし込む

ことも大切です。 
分掌、個人も「人材育成」という言葉ばかりオウム返しに繰り返して

いても具体的に何をするのか見えていなければ意味はありません。 
  
ちなみに、県教育委員会事務局の各所属では、自分の所属の改革方針

を受けて自分は何をするかを自ら考えて行動するよう、個人版改革方針

を作成し、自分たちでその進捗管理ができるようにしています。 
 また、それをもとに管理職員と所属員が面談等の対話で職場のミッシ

ョンや行動について対話し、こんな所属にしていきたい！という思いの

共通認識を深めています。 
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コラム２ ２つの”Ｃ“（チェック） 

～改革方針のＣＨＥＣＫとアセスメントによるＣＨＥＣＫ～ 

出前研修等で、「改革方針は、ＰＤＣＡサイクルを回していく道具であるのは

分かった。しかし、改革方針でもチェックを行うし、アセスメントも、現状を

チェックする道具である。この２つのチェックの関係が分かりにくい」という

質問をしばしば受けます。 

そこで、こう考えてください。 

 

○改革方針でのチェックは、策定している行動計画（以下“Ｐ1”）を  

チェックするもの 

○アセスメントは、学校組織のあるべき姿と照らしあわすことで 

１ 今掲げている“Ｐ１”は妥当かどうか 

２ 改革方針でのＰＤＣＡサイクルがうまく回っているか 

をチェックするもの 

 
この関係を、肥満が気になるＡさん（４５歳）の「メタボリックシン

ドローム対策」に例えると、「早寝早起き」「深酒をしない」「年末までに

５キロ減」など普段の目標を元旦に決意し行動、定期的にチェックして

反省することが改革方針にあたります。 
一方、年に一度人間ドックを受け、肝臓の状態や心電図など普段診断

しない面から健康の状態を見ることで、 
・その結果から元旦の計の「深酒をしない」程度でいいのか、 
断酒までする必要があるのか 
・またウォーキングを新たに始めるか、あるいは減量方法に無

理はないのか 
・確かに５キロは減ったものの、それは健康づくりの目標によ

るものか、病気などよくない兆候により体重が減ったという可

能性はないか 
などをふり返り、次の手を考えるのがアセスメントです。 
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（３）学校経営品質の２大ツール 

 ① 学校経営の改革方針 

－目指す姿を描き行動する道具－ 

  仕事の進め方は、次の４つのステップで 

進んでいます。 

① Plan 計画 

② Do  計画に沿って実践 

③ Check 計画に対しての現状を検証 

④ Action 検証の結果、よい点は継続し、 

       悪い点は改善していく。 

このステップの繰り返しを、一般的に 

ＰＤＣＡサイクルと呼びますが、この 

サイクルを、学校の目指す姿から考えていくための計画ツールが「学校経営の改革方針」

（右上の図の左側）です。 

  学校経営の改革方針は、年度当初に、教職員の話し合いなどで、目指す学校像や、現

状、２、３年の重点目標、今年の具体的な目標を考えていきます。そして、計画した方

向性に向かって実践、定期的に検証していき、それをもとに改善活動を行ないます。 

 

 ② 学校経営品質アセスメント ―現状を見る道具－ 

学校経営の改革方針が計画に向かってのＰＤＣＡサイクルのための道具であるのに対

し、学校経営品質アセスメントは、学校経営の現状が「ＰＤＣＡサイクルはちゃんと回

っているか」「目標として掲げた事が本当に大事なことなのか、それ以外にないのか」「そ

れらを満たすため必要な仕組みはあるのか」などを検証するための道具です。（右上の図

の右側） 

 

「リーダーシップ」「学習者等の理解」 

「仕事の進め方」の状況はどうかなど、 

職場のあらゆる角度に光を当てていく 

（右のイメージ図参照）ので、職場の 

現状について強み（良い点）・弱み 

（悪い点）について気付くことができ、 

何を改善していけばよいのかなどが、 

明らかになります。 

 

 

  

 

 

「学校経営の改革方針」「学校経営品質アセスメント」はいずれも、学校の目指すものや

現状、今後の方向性をみんなで考え、話し合い、共有するための道具です。 

アセスメントのイメージ 
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２ 県立学校で使用する様式 

（ 様 式 １）学校経営の改革方針 

平成１８年度 学校経営の改革方針 

学校名            
Ⅰ 目指す学校像（基本理念） 

○ どのような学校にしていきたいか、どのような生徒に育てていきたいか

を記述します。 
学校が、生徒、保護者、地域の方々にとって、存在する意義や、学校が

教育活動を通じて実現しようとする目的を、具体的かつ簡潔に記述して

下さい。 
 

Ⅱ 現状と課題 

○ 生徒・保護者・地域のニーズや学校を取り巻く環境の変化を踏まえ、学

校の現状と課題について記述して下さい。また、今後の見通しについて

も記述して下さい。 
 

Ⅲ 中長期的な重点目標 

○ Ⅰの目指す学校像を実現するため、３～５年後の到達イメージを明示し

た具体的な重点目標を５つ程度設定して下さい。 
 

Ⅳ 本年度の行動計画 

○ 平成１７年度の学校経営品質アセスメントにより明らかになった課題

とそれへの対応を記述して下さい。 
○ 中長期的な重点目標を実現するため、本年度実施する具体的な行動計画

を記述して下さい。 
○ 具体的な実施スケジュールと、可能な限り数値目標を入れて記述して下

さい。 
○ 行動計画の結果についての評価方法を記述して下さい。なお、保護者、

学校評議員等の外部の視点を取り入れて下さい。 
 

 

 

※ Ⅰ～Ⅳについて、３～５ページ程度にまとめて下さい。 
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（様式 1の例示） 

この例示は、保護者や地域の方々にわかりやすいよう、重点目標について、

教科指導、生徒指導、進路指導、組織能力の向上、業務の取組方針という    

整理で表しました。 

平成１８年度 学校経営の改革方針（例示） 

○ ○ ○学 校 

Ⅰ 目指す学校像（基本理念） 

 ○ 全職員が一丸となって、生徒一人ひとりの力を伸ばし、生徒の目指す進路の実現を

図ります。 

○ ・・・・・ 

 

Ⅱ 現状と課題 

 １ 生徒自らの目標が明確ではなく、また学習意欲が乏しく、部活動も積極的でないな

どの生徒が多く見られます。 

   そのため、一人ひとりが明確な進路意識を持ち、その実現に向かって努力をする生

徒の育成が求められています。 

 ２ 教職員一人ひとりは熱心に授業を行っていますが、受け手の生徒にとって、楽しく

わかりやすい授業を行う必要があります。 

   このため、校内で互いに授業を研究し合うなど、ＯＪＴに積極的に取り組む必要が

あります。 

 ３ ・・・・・ 

 

Ⅲ 中長期的な重点目標 

 （教科指導） 

 １ 生徒にとってわかりやすい授業を行うことにより、学習意欲を高め、基礎基本の学

力を定着させます。 

 ２ ・・・・・ 

 （生徒指導） 

 １ 服装、頭髪など校則を守る習慣を定着させます。 

 ２ ・・・・・ 

 （進路指導） 

 １Ａ キャリア教育を進め、勤労観や職業観を身につけ、卒業後の進路を明確にさせま

す。 

 １Ｂ 児童生徒の実態や適性、希望等に基づいた進路指導を行い、進路先の確保を図り

ます。  

 ２ ・・・・・ 
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 （組織能力の向上） 

 １ 各教職員が幅広く知識やスキルを習得するため、研修会に積極的に参加します。 

 ２ ・・・・・ 

 （業務の取組方針） 

 １ 学校経営品質の取組を進め、すべての教職員で情報共有を行うとともに、学校経営

の改善に取り組みます。 

 ２ 危機管理体制を確立し、すべての教職員で取り組みます。 

 ３ すべての教職員が環境負荷軽減に取り組みます。 

 ４ 人権尊重の視点を大切にし、すべての教職員で取り組みます。 

 ５ ・・・・・ 

（以下略） 

 

Ⅳ 本年度の行動計画 

 （教科指導） 

 

 

 

（１） 各教科ごとの研究授業を学期に１回以上実施します。 

（具体的方法、スケジュール、数値目標） 

（２） 授業に対する生徒のアンケート調査を行い、授業の理解度７０％以上を目指します。       

（評価方法） 

 （３） ・・・・・ 

 

 

（１） 習熟度に応じた授業を、１，２年生の英語、数学で実施します。 

（２） 授業に対する生徒のアンケート調査を行い、満足度８０％以上を目指します。 

（３） ・・・・・ 

 （生徒指導） 

 

 

 

（１） ＰＴＡ総会や懇談会、学校通信において保護者に説明を行い、理解と協力を求め

ます。 

（２） 保護者にアンケート調査を行い、昨年に比べ、服装、頭髪等の様子が良くなった

と感じる方の割合７０％以上を目指します。 

 

１ わかりやすい授業を実現するため、教科指導力の向上を目指し、各教科ごとの研究 

授業を実施します。 

２ 生徒の習熟度に応じた学習を実施し、一人ひとりにきめ細かい指導を行います。 

１ 校則を守る習慣を定着させるため、校則についての学校の考え方をあらゆる機会を 

 捉えて保護者に説明し、共通理解のもと連携した取組体制を作ります。   

２ ・・・・・・ 
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（１） ・・・・・ 

 （進路指導） 

 

 

 

（１） ２年生全員を対象に３日以上のインターンシップを実施します。 

（２） 生徒の受け入れ先の事業所等にアンケート調査を行い、生徒が積極的にインター

ンシップに取り組んでいたと評価した割合７０％以上を目指します。 

 

 

 

 

（１） 高等部２、３年生全員の「個別の指導計画」及び「個別の移行支援計画」を策定

します。 

（２） 希望者について９５％以上の就労、進学を目指します。 

  

 

（１） ・・・・ 

（組織能力の向上） 

 

 

（１） 校内外で開催される研修会に、各教職員が一人あたり３回以上参加します。 

（２） 研修会に参加した教職員による校内の学習会を年間４回以上開催します。 

（３） ・・・・・ 

（業務の取組方針） 

 

 

 

（１） 課題検討会やオフサイトミーティングを年間１０回以上実施します。 

（２） ５つの改善課題について、その解決方針をまとめ、実践に移します。 

 

 

（１） リスクの洗い出しを年間２回以上行い、低減策の検討を行います。 

（２） 危機発生を想定した研修や訓練を年間３回実施します。 

（ 以下略 ） 

 

１Ａ  

インターンシップを実施し、生徒に勤労観や職業観を身につけさせます。   

１Ｂ  

高等部の生徒について「個別の指導計画」及び「個別の移行支援計画」を策定し、進路

指導に積極的に取り組みます。 

２ ・・・・・・ 

１ 各教職員が広く知識やスキルを習得するため、研修会に積極的に参加します。 

１ 学校経営品質に取り組み、対話や議論を大切にしながら、情報の共有を図り、課題の

改善を進めます。 

２ 危機管理体制を確立し、すべての教職員で取り組みます。 
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（様式２）学校経営の改革方針の評価表 

 

（１）記載要領 

平成１８年度の「学校経営の改革方針」中の「Ⅳ本年度の行動計画」について 
① 目標、数値目標の達成状況 
② 実施した行動計画は、重点目標達成のために適切であったかを簡潔にまとめ

て下さい。 
※ まとめ方については例示を参考にするなど各校が工夫して、２～４ページ程度

にまとめて下さい。 
 
 
 
（記述のポイント） 

○ 行動計画に掲げた目標・数値目標の達成状況をまとめます。なお、その際には保護

者、学校評議員等外部の視点を取り入れて下さい。 

○ これらを踏まえて課題を整理し、次年度の行動計画に反映していくことが重要です。

そのとき、評価結果により、行動計画の有効性も検証する必要があります。有効で

あれば次年度もその取組を続けることも考えられますし、あまり有効でなければ行

動計画を強化するか、または他の行動計画にかえていくことも必要です。 

 ○ 行動計画全体のまとめを行い、次年度の行動計画につなげます。 

 









  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     表紙 学校経営品質ロゴマーク 

 
三重県型「学校経営品質」のデザインは、学校が、「目指す学校像」の

実現に向けて、「自らの気づき」を大切にするボトムアップの考え方とス

パイラルに向上していく姿を表しています。  

デザインの中の２つの「Ｃ」はChange（変革）とCreation（創造）

の頭文字であり、学校自ら継続的な改善を重ね優れた組織に変革・創造

していく経営姿勢を表しています。また、「E」・「ｅ」は、Education（教

育）の頭文字であり、学校教育を表現しています。 
 

  

 


